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I.は じ め に

慢性腎不全から血液透析導入となる場合,一週間
から一ヶ月の入院透析を行い,その間に人工透析室・

病棟で指導および身体管理を行う.し かしこれまで

内科外来 。人工透析室・病棟において連携が図られ

ておらず,患者への指導が重複あるいは不足してい

るのではないかと感 じつつも,問題は明確化されて
いなかった。今回,内科外来 。人工透析室・病棟が
連携し取り組んだ,血液透析導入クリティカルパス
の作成について報告する.

Ⅱ。 目   的

外来・病棟が連携を深め,透析導入患者の入院中
の経過を把握することで,安心して患者が透析治療
を受けることができるよう,よ りよい指導を目指す。

Ⅲ.方   法

平成 17年 6月 から月に一度,内科外来 。人工透

析室 。6-3病棟 。7-3病棟スタッフが定期的に
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集まり情報交換をし, クリティカルパスを作成・修

正する.

Ⅳ.結   果

血液透析導入患者のクリティカルパスを作成 (図

1, 2).

V.ま  と め

血液透析導入患者のクリティカルパス作成をきっ

かけに,初めて計画的な外来と病棟との交流を試み
た.各部門との意見交換から,そ れぞれの視点で独
自に指導を行っていたことを知り,継続的に関わり,

統一性のある指導を反復して行う必要性を感 じた

そしてクリティカルパス作成の過程では,治療・処
置・指導の内容や流れについて,ス タッフ間での意

思確認と業務分担,協働の整理ができた。
また,患者用パスを透析導入前からシステムに組み
込み使用することで,具体的に透析治療のイメージ

化が図れ,患者の不安軽減につながると考えられる.

血液透析導入クリニカルバスの作成

外来・病棟との連携を試みて

人工透析室

内 科 外 来

6-3病棟
7-3病棟
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